国際教養大学軟式野球部
第３０回東日本大学軟式野球選手権大会出場

私たち国際教養大学軟式野球部は今年の東日本大会奥羽地区予選で優勝し、第３０回東日本大学軟式野球選手権大会に出場しました。

初戦の対戦相手　立教大学

試合結果
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	国際教養大学
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	立教大学
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1×


スコアを見てもおわかりのように一点を争う接戦でした。お互いにチャンスを作る場面もありました。国際教養大学も何度かピンチを迎えました。特に９回では満塁のピンチを迎えましたが、エース小川裕史の力投と守備のチームワークで乗り切りました。こちらも二死三塁などのチャンスも作りました。しかし決定的な一打が出ず、０対０のまま、延長戦へ。１０回を通常ルールで終えると１１回は特別ルールで行うことになりました（時間制限のため）。表の攻撃で点数を取ることができず、裏の守備で立教大学にエンドランで責められ、サヨナラで敗退しました。
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私たちはこの大会のために厳しい練習を乗り越えてきました。放課後は日暮れが早いため、午前６:００からの朝練を週に４～５回行ってきました。選手たちも厳しい練習環境の中、毎日一生懸命練習に取り組んできました。負けはしましたが、私たちの練習の成果が発揮できたいい試合だったと思います。来年はもう一度東日本大会に出場し、東日本大会での勝利を目標に頑張ります。また、このような大舞台で野球が出来たことに心から感謝しています。　

国際教養大学軟式野球部主将　赤間和也
